
 

 

 

 「ピーター・パン」の作者、イギリスの劇作家ジェームス・マシュ

ー・バリーの言葉です。 

この言葉を子どもたちに送りたいと思います。子どもたちがこの時

期をどのように過ごすかが重要であると考えています。４月から新し

い環境になり、新しい学年、学級、先生、友達に慣れてきた今、もし

かすると子どもたちの中で、やるべきことが思うようにいかない、や

りたいことが出来ない、思うような自分になっていないことがあるの

ではないかと思います。 

これはコロナ禍であることも要因だろうと思い

ます。思うようにいかない現実もあると思います。

自分のやりたいことができること、それは素晴らしいことです。しかし、

やるべきことの方が多いのが現実です。そんな現実の中、うまくいかない

こともたくさんあります。 

では、「自分のやるべきことを好きになる」ためにはどうしたらよいの

でしょう。 

次の３つのことが大切ではないかと思います。 

 

１．「やるべきことを工夫して取り組む」ために２つの目標をたてる。  

① 簡単にできそうな目標をたてて取り組む。 

② 少し頑張ればできそうな目標を立てて取り組む。 

２．「やるべきことに取り組む時間」をしっかりとつくる。取り組む予定は自分で決める。  

目標にチャレンジするためには、時間が必要です。１日、できれば １週間の生活スケジ

ュールを立ててみる。 

低学年は相談しながら聞き取ってあげるとよいと思います。大切なのは自分で決めること

です。 

３．「やるべきことを取り組んだ自分」の振り返りを大切にする。 

自分で、家族で、目標の様子を振り返りましょう。しかし、うまくいかないことも多

いものです。それは気にしない。それよりも、小さな達成、そして目標や計画づくりを

継続できたことを価値づけたいと思います。 

「小さじ一杯の達成感」からやるべきことが好きになるの

だと思います。 

 

「全力少年」「全力少女」が集まる真野小学校。 

そんな学校になればと思います。 

1 学期も折り返しが過ぎ、残すところ 1か月余り。 

３つのことを心がけてくれれば、と思います。 
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 本校は、当初４月２０日、２１日の第１回学習航海に乗船予定でした。しかし、コロナを取り巻

く状況から延期が決定しました。続いて、泊を伴わずに日帰りとすることが決定され、６月９日

（木）実施となりました。 

当日はこの上ない好天に恵まれました。プランクトンや魚の観察や透視度調査や湖底の生き物

調査に大変意欲的に取り組むことができました。この体験を通して感じたこと、学んだことを生

かし、さらに学びを深め、環境を守るための行動に結びつけていって欲しいと思います。 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

真野小学校 ＵＲＬ：http://www.otsu.ed.jp/mano-e/ 

学校行事や学習活動の様子を随時紹介しています。是非ご覧下さい。 

 

http://www.otsu.ed.jp/mano-e/

